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理事会セッション 

社会と“対話”するために学会が取り組むことは？ ～学会内外の活動からの視点～ 

How should the AESJ tackle to "dialogue" with society?  

～ Viewpoint from activities inside and outside the AESJ ～ 

(4) 情報を発信する側・受ける側、両立場の視点から 

(4) From the viewpoint both information dissemination and then recipient 
＊鈴木 早苗 

一般社団法人 さばえ文化振興事業団 

 

1. 「原発銀座」とも言われる福井県にて、勉強会を立ち上げ 

 「原子力について・・」と話し始めるだけで、「あなたは賛成派なの？反対派なの？」とややもすると色分

けされてしまう立地県・福井。両論あることは認識しているが、議論が交わる接点はなかなか見当たらない。

自分が住んでいる鯖江市において、誰でも参加してもらえる学びの場を創出したいと思った。バックエンド

の課題を糸口に、県民に自分ごととして原子力発電に向き合ってもらいたいという一心の想いから、勉強会

や見学会を主催するようになった。 

2. 次世代層への広がり 

 原子力の賛成派と反対派の「橋渡し」をしたいとの趣旨で高校生がつくり話題となったドキュメンタリー

映画「日本一大きいやかんの話」の上映会・意見交換会を開催し、その場に参加したことをきっかけに、福

井南高校の探究型授業で原子力や地層処分の問題に取り組むことへ広がった。全校生徒・教職員皆で同じテ

ーブルについて話し合いをおこなうようになって 3 年になる。ある程度先入観を持ってしまっているおとな

たちと違って、非常に純粋にそして真摯にこの課題と対峙する生徒さんたちの姿勢に感銘を受ける。同校探

究グループでは原子力に関する意識調査を高校生対象に実施して、集計をまとめ、更なる考察を進めている。

[1,2,3] 

3. 発信する者として 

世の中は自分と同じ考えを持つ人間ばかりではない、ということを常に心掛けている。多様な意見をお持

ちの対象者に自分の話を伝えたいと願う時、なにかしら興味・関心を持てるところから話して、少しずつ心

の扉を開いていただけるように、と思って活動している。伝えたいことを、対象者に「わかる」言語で伝え

ることも大切であり、そのための手間ひまを惜しんではいけない。 

4. 発信を受ける者として 

自分の主義主張と同じような範囲でしか情報を受け取らないのでは、世界は狭くなると思う。様々な情報

を先ずはバイアスをかけずに得るように努めている。情報を伝達する際は、発信する側と受け取る側の信頼

関係も重要だ。受ける者として、より説得力を持っている情報は、信頼できる人物からの話ではないだろう

か。要するにどんなに大きな組織に属していても、または個人や小規模な活動であっても、結局は人と人の

繋がりが大切なんだろうと私は感じている。 

参考文献 [1]映画「日本一大きいやかんの話」https://www.youtube.com/watch?v=RkXXivJawAQ 

[2]原子力学会誌 Vol.62(2020) 巻頭言「ドキュメンタリーによる意識改革」 矢座孟之進 

[3]福井南高等学校「意識調査」 https://www.fukuiminami.ed.jp/  
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